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七
月
三
十
日
（
火
）、

新
美
南
吉
は
百
十
一

回
目
の
誕
生
日
を
迎

え
ま
し
た
。
今
年
も
記
念
館
で

は
「
新
美
南
吉
生
誕
祭
」
を
開

催
し
、
期
間
中
来
館
し
て
く
れ

た
方
に
南
吉
の
生
誕
を
祝
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
が
、
誕
生
日
当
日

に
開
催
し
た「
南
吉
さ
ん
の
日
」

式
典
で
す
。
式
典
で
は
ま
ず
、

半
田
市
長
と
来
賓
に
よ
る
挨
拶

の
あ
と
、南
吉
の
エ
ッ
セ
イ「
私

の
世
界
」
を
南
吉
童
話
お
話
の

会
〝
で
ん
で
ん
む
し
〞
の
松
本

ち
さ
よ
さ
ん
に
朗
読
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
南
吉
が
安

城
高
等
女
学
校
に
赴
任
し
た

際
、
学
校
の
た
よ
り
に
寄
せ
た

エ
ッ
セ
イ
で
、
自
分
が
愛
す
る

文
学
者
や
芸
術
家
の
名
前
を
列

挙
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
「
南

吉
と
読
書
」
を
テ
ー
マ
に
特
別

展
を
開
催
し
て
い
た
た
め
、
こ

の
展
示
に
合
わ
せ
て
、
南
吉
の

旺
盛
な
読
書
ぶ
り
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

続
い
て
半
田
少
年
少
女
合
唱

団
の
み
な
さ
ん
に
、
南
吉
の
詩

「
枇び

わ杷
の
花
」と「
明あ

し
た日

」を
歌
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
歌
声

は
、
夏
の
暑
さ
を
一
時
忘
れ
さ

せ
る
も
の
で
、
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
式
典
の
参
加
者
と

来
館
者
の
み
な
さ
ん
に
献
花
を

お
願
い
し
て
、式
典
は
終
了
へ
。

最
後
に
山
桃
ジ
ュ
ー
ス
を
振
舞

い
、
乾
杯
も
行
っ
て
和
や
か
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
も
南
吉
へ
の
お

祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
イ
ラ
ス
ト

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ

ん
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
数

に
し
て
百
十
三
件
、
例
年
の
約

二
倍
で
す
。
こ
れ
は
夏
の
特
別

展
が
、
ゲ
ー
ム
「
文
豪
と
ア
ル

ケ
ミ
ス
ト
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
由

で
す
。
フ
ァ
ン
の
方
が
、
メ
イ

①①
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新
美
南
吉
記
念
館
の
前
身
は

南
吉
資
料
室
で
す
が
、
そ
の
ま

た
前
身
が
あ
る
こ
と
は
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。

　

始
ま
り
は
一
本
の
書
棚
で
し

た
。
昭
和
三
十
三
、
四
年
頃
、

南
吉
の
母
校
で
あ
る
岩や

な
べ滑

小
学

校
（
旧
・
半
田
第
二
尋
常
小
学

校
）
の
応
接
室
に
設
置
さ
れ
た

も
の
で
、
置
い
た
の
は
同
校
の

教
諭
だ
っ
た
大
石
源
三
氏
で
す
。

地
元
の
南
吉
研
究
の
第
一
人
者

で
あ
り
、
後
に
新
美
南
吉
顕
彰

会
の
事
務
局
長
も
務
め
ま
し
た
。

　

大
石
氏
は
書
棚
を
「
新
美
南

吉
文
庫
」（
右
写
真
）
と
名
付

け
る
と
、
南
吉
の
童
話
集
や
紙

芝
居
、
雑
誌
な
ど
を
集
め
始
め

ま
し
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
南
吉

の
中
学
時
代
の
同
級
生
や
安
城

高
等
女
学
校
時
代
の
教
え
子
か

ら
は
、
南
吉
の
自
筆
原
稿
や
写

真
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
な
ど
が
寄

せ
ら
れ
、
文
庫
は
充
実
し
て
い

き
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
三
十

四
年
九
月
に
伊
勢
湾
台
風
で
南

吉
の
離
れ
の
家
が
倒
壊
す
る
と
、

遺
族
が
保
管
し
て
い
た
南
吉
の

蔵
書
や
遺
品
な
ど
も
文
庫
で
預

か
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
大
石
氏
が
岩
滑
小

学
校
か
ら
異
動
し
た
の
を
機
に
、

文
庫
は
岩
滑
公
民
館
の
中
へ
移

設
さ
れ
、
昭
和
五
十
二
年
、
岩

滑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
開

館
に
合
わ
せ
て
、
セ
ン
タ
ー
内

の
一
室
に
「
南
吉
資
料
室
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
南
吉
の

貴
重
な
資
料
に
ふ
れ
ら
れ
る
場

所
と
し
て
、
南
吉
フ
ァ
ン
や
研

究
者
な
ど
多
く
の
人
が
訪
れ
ま

し
た
。

　

時
は
経
ち
、
平
成
六
年
六
月

五
日
、
南
吉
記
念
館
は
同
じ
岩

滑
に
開
館
し
ま
し
た
（
下
写
真

／
当
時
）。
そ
れ
か
ら
三
十
年
。

当
館
で
は
現
在
、
企
画
展
「
新

美
南
吉
記
念
館　

開
館
30
年
の

歩
み
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

第
一
章　

記
念
館
が
出
来
る
前

第
二
章　

記
念
館
オ
ー
プ
ン
へ

第
三
章　

記
念
館
の
主
要
事
業

第
四
章　

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た

第
五
章　

記
念
館
を
支
え
て
き

た
人
た
ち

第
六
章　

記
念
館
の
こ
れ
か
ら

　
　
　

＊

　

六
章
構
成
で
、
開
館
前
か
ら

今
ま
で
の
活
動
の
記
録
や
南
吉

に
ま
つ
わ
る
出
来
事
を
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

　
　
　

＊

【
関
連
行
事
】

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

11
月
2
日
（
土
）、16
日
（
土
）、

12
月
1
日
（
日
）、15
日
（
日
）、

令
和
7
年
１
月
11
日
（
土
）

時　

間　

11
時
〜

場　

所　

記
念
館
展
示
室

暑
く
、
汗
が
吹
き
出
す
ほ
ど
。

途
中
で
行
な
っ
た
ア
イ
ス
キ
ャ

ン
デ
ィ
ー
の
振
る
舞
い
は
も
ち

ろ
ん
盛
況
で
、暑
さ
に
め
げ
ず
、

夜
遅
く
ま
で
踊
り
の
輪
が
広
が

り
ま
し
た
。

　
　
　

＊

　

生
誕
祭
の
期
間
中
（
七
月
二

十
七
日
〜
三
十
日
）
は
、
南
吉

作
品
の
朗
読
や
演
奏
、
人
形
劇

の
上
演
や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
開
催
し
ま
し
た
。
特
に
「
畳

を
使
っ
た
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
ろ

う
！
」
が
人
気
で
、
南
吉
の
父

が
畳
屋
を
営
ん
で
い
た
こ
と
に

ち
な
ん
で
、

小
さ
な
畳
に

思
い
思
い
の

飾
り
付
け
を

し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

ン
の
展
示
に
限
ら
ず
記
念
館
の

行
事
に
も
興
味
を
持
ち
、
参
加

さ
れ
た
影
響
で
、
例
年
よ
り
数

が
増
え
た
の
で
し
た
。
い
つ
も

と
少
し
雰
囲
気
が
異
な
り
な
が

ら
も
、
南
吉
を
言こ

と

祝ほ

ぐ
想
い
は

変
わ
ら
ず
、
と
て
も
賑
や
か
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　

＊

　

ほ
か
、
生
誕
祭
の
行
事
と
し

て
七
月
二
十
七
日
（
土
）
に
は

「
正
八
ち
ゃ
ん
の
宵
祭
り
」
も

開
催
し
ま
し
た
。

　

祭
り
の
始
ま
り
は
笛
の
音
と

と
も
に
。日
が
沈
み
始
め
た
頃
、

記
念
館
の
芝
生
広
場
に
地
元
の

山
車
組
（
岩
滑
山
車
保
存
会
・

岩
滑
新
田
平
井
組
・
岩
滑
新
田

奥
組
）の
み
な
さ
ん
が
登
場
し
、

お
囃
子
の
演
奏
を
行
な
い
ま
し

た
。
続
い
て
、
地
元
の
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
「
献
灯
隊
」
の
出

番
で
す
。「
勇
み
囃
子
」
と
と

も
に
歩
を
進
め
、
南
吉
の
写
真

が
飾
ら
れ
た
祭
壇
へ
ラ
ン
プ
を

運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
盆
踊
り
の
時
間
で

す
。
岩
滑
盆
踊
唄
保
存
会
の
協

力
で
、
南
吉
も
踊
っ
た
岩
滑
盆

唄
「
シ
ョ
ン
ガ
イ
ナ
ー
」
な
ど

を
演
奏
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
と
て
も
暑
い
一
日

で
、
日
が
落
ち
て
か
ら
も
蒸
し
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記
念
館
で
は
こ
の
夏
、
初
め
て
ゲ
ー
ム
「
文
豪
と
ア
ル
ケ
ミ
ス
ト
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
特
別
展
を
開

催
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
八
月
二
十
四
日
（
土
）
に
、
ほ
し
ざ
き
ホ
ー
ル
（
知
多
信
用
金
庫
）
で
関
連
企
画

と
し
て
対
談
講
演
会
も
開
催
す
る
と
、
大
変
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
そ
の
講
演
内
容
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　

講
演
会
で
は
初
め
に
、
講
師

と
し
て
お
招
き
し
た
日
本
大
学

経
済
学
部
教
授
の
山
岸
郁
子
さ

ん
と
、
ゲ
ー
ム
「
文
豪
と
ア
ル

ケ
ミ
ス
ト
」（
以
下
文
ア
ル
）

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
谷
口
晃
平

さ
ん
に
、
そ
れ
ぞ
れ
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　

山
岸
さ
ん
か
ら
は
、
そ
も
そ

も
文
豪
と
は
何
か
と
い
う
こ
と

を
。
こ
れ
ま
で
い
か
に
文
豪
と

い
う
言
葉
が
作
家
に
新
た
な
価

値
を
付
与
し
、
消
費
さ
れ
て
き

た
の
か
講
演
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
中
で
も
文
学
の
大
衆
化

の
一
例
と
し
て
、
昭
和
初
期
に

撮
ら
れ
た
「
現

代
日
本
文
学
巡

礼
」
の
紹
介
が

あ
っ
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。

　

続
い
て
谷
口

さ
ん
か
ら
は
、

ゲ
ー
ム
に
つ
い

て
の
こ
と
を
。

文
ア
ル
が
ど
ん

な
ゲ
ー
ム
で
あ

る
か
の
説
明
に

始
ま
り
、
ゲ
ー

ム
構
想
段
階
か

ら
南
吉
の
名
前

が
挙
げ
ら
れ
て

い
た
こ
と
や
、

宮
沢
賢
治
と
の

対
比
を
強
く
意
識
し
て
い
た
、

と
い
う
制
作
秘
話
な
ど
を
明
か

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
休
憩
を
挟
ん
で
、

後
半
の
対
談
へ
。
記
念
館
館
長

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
っ

て
、
講
師
の
お
二
人
へ
様
々
な

質
問
を
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

南
吉
は
い
わ
ゆ
る
文
豪
た
ち

の
中
で
は
、
ま
だ
若
い
世
代
に

分
類
さ
れ
ま
す
。
今
年
、
開
館

三
十
周
年
を
迎
え
た
新
美
南
吉

記
念
館
で
す
が
、
開
館
当
初
に

南
吉
を
文
豪
と
呼
ぶ
人
は
ほ
と

ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
最
近
で
は
、
文
ア
ル
の
よ
う

に
南
吉
を
文
豪
と
捉
え
る
企
画

や
出
版
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
変
化
に
つ
い
て
館

長
が
質
問
す
る
と
、
山
岸
さ
ん

か
ら
は
、
近
年
南
吉
の
よ
う
な

児
童
文
学
作
家
に
限
ら
ず
、
推

理
小
説
家
な
ど
の
大
衆
文
学
作

家
も
文
豪
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
、
と
答
え
が
あ
り

ま
し
た
。
谷
口
さ
ん
も
自
身
の

中
に
純
文
学
や
児
童
文
学
な
ど

の
垣
根
は
な
く
、
近
代
文
学
が

好
き
な
の
で
、
そ
れ
ら
の
作
家

を
幅
広
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
全
員
文
豪

と
し
て
ゲ
ー
ム
で
提
示
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
ん
な
文
ア
ル
と
い
う
新
し

い
メ
デ
ィ
ア
の
登
場
に
よ
り
、

近
頃
、
絶
版
と
な
っ
た
小
説
が

復
刊
し
た
り
、
若
い
人
が
地
元

の
作
家
に
興
味
を
持
ち
、
文
学

館
に
訪
れ
る
と
い
う
現
象
も
起

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

聞
く
と
、
谷
口
さ
ん
は
「
文
学

の
入
り
口
で
あ
り
た
い
と
い
う

思
い
で
い
た
の
で
、
非
常
に
嬉

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
山
岸
さ
ん
に
よ
る
と
、
文

ア
ル
を
起
点
に
卒
業
論
文
を
書

く
学
生
も
増
え
て
い
る
の
だ
と

か
。
そ
し
て
、
潜
在
的
読
者
を

掘
り
起
こ
し
て
く
れ
る
文
ア
ル

に
は
「
メ
リ
ッ
ト
し
か
な
い
」

と
力
説
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

南
吉
は
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
が

小
学
校
四
年
生
の
国
語
教
科
書

に
全
社
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
年
生
に
な
れ
ば
南
吉
の
作
品

を
必
ず
読
む
と
い
う
状
態
が
長

年
続
い
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
と
「
手
袋
を

買
い
に
」
以
外
の
作
品
は
、
こ

の
二
つ
と
比
べ
れ
ば
あ
ま
り
読

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
南
吉
に
は

「
鳥
右
ヱ
門
諸
国
を
め
ぐ
る
」

「
屁
」
の
よ
う
に
、
大
人
に
こ

そ
深
く
響
い
て
く
る
作
品
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
回
記
念

館
が
文
ア
ル
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

た
の
は
、
南
吉
作
品
が
子
ど
も

の
た
め
の
文
学
故
に
道
徳
性
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
開
放
し

た
い
―
―
弱
さ
や
醜
さ
を
含
め

た
人
間
の
真
の
姿
と
生
き
る
苦

悩
を
子
ど
も
に
も
分
か
る
よ
う

に
書
い
た
、
新
美
南
吉
と
い
う

作
家
を
知
っ
て
欲
し
い
、
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

館
長
は
そ
う
し
た
思
い
を
語

り
つ
つ
、
最
後
に
「
広
く
南
吉

作
品
の
魅
力
を
伝
え
る
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
に
あ
っ
た
メ

デ
ィ
ア
の
力
が
必
要
で
、
ゲ
ー

ム
も
そ
の
一
つ
と
し
て
有
効
な

の
だ
ろ
う
」と
ま
と
め
ま
し
た
。
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五
月
（
皐
月
）

▼
３
〜
５
日　
「
正
八
ち
ゃ
ん

の
端
午
の
節
句
」。
１
５
２
１

人
参
加
▼
19
日　

第
一
回
「
童

話
創
作
講
座
」。
23
人
参
加
▼

22
日　

新
美
南
吉
顕
彰
会
理
事

会
。
於
記
念
館
会
議
室
▼
26
日

第
１
９
８
回
「
新
美
南
吉
読
書

会
」。
22
人
参
加

六
月
（
水
無
月
）

▼
１
日　

第
36
回
新
美
南
吉
童

話
賞
募
集
開
始
▼
5
日　

新
美

南
吉
記
念
館
が
開
館
30
年
を
迎

え
る
▼
8
日　

第
一
回
「
ガ
イ

ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

▼
15
日　

文
学
講
座
「
南
吉
の

セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
」。

37
人
参
加
▼
22
日　

第
二
回

「
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
」
▼
23
日　

第
１
９
９
回

「
新
美
南
吉
読
書
会
」。
20
人
参

加
▼
30
日　

企
画
展
「
君
は
即

ち
春
を
吸
い
こ
ん
だ
の
だ
〜
南

吉
の
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン

ダ
ー
」
終
了
。
会
期
中
観
覧
者

数
６
８
１
１
人
▼
同
日　

第
二

回
「
童
話
創
作
講
座
」。
24
人

参
加

七
月
（
文
月
）

▼
６
日　

第
三
回
「
ガ
イ
ド
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
▼
13

日　

開
館
30
周
年
記
念
・
文
豪

と
ア
ル
ケ
ミ
ス
ト
タ
イ
ア
ッ
プ

特
別
展
「
本
に
押
し
潰
さ
れ
て

死
ね
ば
、
本
望
で
す
〜
南
吉
と

読
書
〜
」
始
ま
る
（
〜
10
月
14

日
）
▼
19
日　

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
南
吉
案
内
人
」
例
会

▼
20
日　

第
四
回
「
ガ
イ
ド
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
▼
21

日　
「
石
垣
藤
九
郎
が
描
く
昔

の
岩
滑
展
」
終
了
。
会
期
中
観

覧
者
数
８
３
３
４
人
▼
27
〜
30

日　
「
新
美
南
吉
生
誕
祭
」。
１

４
５
６
人
参
加
▼
同
日　
「
南

吉
の
部
屋
で
写
真
を
撮
ろ
う
」。

20
人
参
加

八
月
（
葉
月
）

▼
３
日　

第
五
回
「
ガ
イ
ド
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
▼
４

日　

夏
休
み
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」

教
室
。17
人
参
加
▼
10
日　
「
サ

ヤ
佳
の
お
は
な
し
会
」。
25
人

参
加
▼
12
日　
「
南
吉
の
部
屋

で
写
真
を
撮
ろ
う
」。
10
人
参

加
▼
17
日　

第
六
回
「
ガ
イ
ド

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
▼

24
日　

対
談
講
演
会
「
文
豪
」

コ
ン
テ
ン
ツ
と
こ
れ
か
ら
の
新

美
南
吉
記
念
館
。
２
１
５
人
参

加
。
於
ほ
し
ざ
き
ホ
ー
ル
▼
25

日　

第
２
０
０
回
「
新
美
南
吉

読
書
会
」。
14
人
参
加
▼
31
日

第
七
回
「
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
」　

九
月
（
長
月
）

▼
6
日　

新
美
南
吉
記
念
館
事

業
推
進
委
員
会
▼
10
日　

第
36

回
新
美
南
吉
童
話
賞
作
品
募
集

締
切
。
応
募
総
数
１
６
３
７
編

▼
15
日　
「
南
吉
の
部
屋
で
写

真
を
撮
ろ
う
」。
22
人
参
加
▼

20
日　
「
ご
ん
の
秋
ま
つ
り
」

始
ま
る
（
〜
10
月
4
日
）
▼
25

日　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ま
る
っ
と
！
」

で
特
別
展
が
紹
介
さ
れ
る
▼
26

日　
「
彼
岸
花
ウ
ォ
ー
ク
」。
11

人
参
加
▼
同
日　
「
み
ん
な
の

南
吉
展
」
始
ま
る
（
〜
10
月
6

日
）。
於
ク
ラ
シ
テ
ィ
・
半
田

赤
レ
ン
ガ
建
物
▼
27
日　

中
日

新
聞
の
教
育
面
で
「
ご
ん
ぎ
つ

ね
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
▼
27

〜
29
日　
「
ハ
ナ
ノ
ヒ
カ
リ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
夜
に
彼
岸
花

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
な
わ
れ

る
。
28
日
は
半
田
商
業
高
校
と

コ
ラ
ボ
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
。

企画展 「新美南吉記念館開館30年の歩み新美南吉記念館開館30年の歩み」

　南吉記念館は、ことし開館 30周年を迎え
ました。開館前からこれまでの出来事を、パ
ネルと資料でご紹介します。

会期　令和 7年 1月 13日（祝・月）まで

開館当時の記念館
（平成 6年） ▼

　南吉も手づくりの詩集やテストを印刷する
のに使ったガリ版（謄写版）を使って、ハガ
キに印刷してみよう！

日時　11月 17日（日）　※要申込み
①10時～11時30分／②13時 30分～15時

暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
、
と

い
う
け
れ
ど
…
…
。

　

今
年
は
異
常
な
暑
さ
で
矢
勝

川
の
彼
岸
花
の
開
花
が
と
て
も

遅
れ
ま
し
た
。
十
月
五
日
・
六

日
頃
が
見
頃
と
な
り
、
例
年
よ

り
一
週
間
以
上

も
後
ろ
に
。
来

年
は
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
？

〈記念館HP〉

「「新美南吉記念館開館30年の歩み新美南吉記念館開館30年の歩み」」


